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葉
は
っぱがぐんぐん伸

の
びるこの季

き
節
せつ
、

独
どく
特
とく
な渋
しぶ
みや青

あお
臭
くさ
さはなかなか食

た
べづらい。

でもシロップなら、心
しん
配
ぱい
ご無

む
用
よう
！

協
きょう

力
りょく

してくれたソラミミPAN常
じょう

連
れん

のこどもたち
館
たち
明
あき
良
ら
くん、海

え
老
び
沢
さわ
未
み
音
お
ちゃん・蒼

そう
介
すけ
くん、二

に
井
い
明
あか
里
り
ちゃん・

喜
よし
洋
ひろ
くん、木

き
村
むら
天
てん
香
か
ちゃん、宮

みや
川
がわ
歩
あゆむ
くん、栗

くり
原
はら
嘉
か
一
いち
くん

摘
つ

みとりかた

長
なが

く伸
の

びていても、プチンと気
き

持
も

ちよく折
お

れる、
先
せん

端
たん

の5㎝くらいを摘
つ

む。黄
き

色
いろ

く枯
か

れているとこ
ろは摘

つ

まない。

日
ひ

陰
かげ

や湿
しっ

地
ち

に生
は

える。抗
こう

菌
きん

作
さ

用
よう

がある代
だい

表
ひょう

的
てき

な薬
やく

草
そう

だが、
独
どく

特
とく

なにおいはゆでても乾
かん

燥
そう

させても、なかなか消
き

えない。

地
じ

面
めん

にしゃもじ型
がた

の葉
は

を広
ひろ

げ、
長
なが

い茎
くき

を上
うえ

に伸
の

ばす。茎
くき

の先
さき

に
花
はな

とタネをつけるが、タネも眼
がん

病
びょう

に効
き

く。葉
は

は腎
じん

臓
ぞう

を強
つよ

くする。

トリカブトやキツネノボタ
ンなどの毒

どく

草
そう

は、山
やま

でなけ
ればあまり見

み

かけないが、
毒
どく

のある草
くさ

は他
ほか

にもある。
身
み

近
ぢか

にあるスイセンやスズ
ランにも葉

は

や根
ね

に毒
どく

がある
ので、注

ちゅう

意
い

！

（参
さん
考
こう
：『大

だい
地
ち
の薬

くすり
箱
ばこ
』村
むら
上
かみ
光
こう
太
た
郎
ろう
著
ちょ
／農
のう
文
ぶん
協
きょう
）

小
ちい

さくやわらかい
卵
たまご

形
がた

の葉
は

がついた
茎
くき

が、地
じ

面
めん

に這
は

うよ
うに伸

の

びる。利
り

尿
にょう

作
さ

用
よう

があり、胃
い

や腸
ちょう

の不
ふ

調
ちょう

を改
かい

善
ぜん

する。

ハコベ

12月
がつ

〜4月
がつ

は生
なま

で食
た

べてもやわらかくて
おいしいが、それ以

い

外
がい

の時
じ

期
き

は苦
にが

い。胃
い

を元
げん

気
き

にし、お肌
はだ

を
きれいにする。

タンポポ

独
どく

特
とく

の香
かお

りが特
とく

徴
ちょう

。
出
しゅっ

血
けつ

を止
と

めたり、腰
よう

痛
つう

、神
しん

経
けい

痛
つう

にも効
こう

果
か

があるが、完
かん

全
ぜん

にア
ク抜

ぬ

きすると、効
こう

能
のう

はほとんどなくなる。

ヨモギ

深
ふか

く切
き

れ込
こ

みのある
葉
は

の裏
うら

側
がわ

と茎
くき

に小
ちい

さ
なトゲがあり、さわ
ると痛

いた

い。出
しゅっ

血
けつ

を止
と

める作
さ

用
よう

があり、神
しん

経
けい

痛
つう

がやわらぐ。

アザミ

通
つう

称
しょう

ペンペングサ。
地
じ

面
めん

に放
ほう

射
しゃ

状
じょう

に広
ひろ

がった葉
は

の中
ちゅう

心
しん

か
ら茎

くき

が伸
の

び、三
さん

角
かっ

形
けい

の実
み

がつくのが特
とく

徴
ちょう

。利
り

尿
にょう

や解
げ

毒
どく

、解
げ

熱
ねつ

作
さ

用
よう

がある。
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